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新
春
座
談
会

 

編
集
部 

安
倍
政
権
は
日
本
を〝
世
界
で
一
番

企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
〞に
す
る
と
宣
言
し
、

企
業
利
益
優
先
の
政
策
を
す
す
め
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
Ｌ
や
東
芝
な
ど
、
自
ら
招
い
た
経
営
破
た
ん

の
責
任
を
賃
金
切
り
下
げ
や
人
減
ら
し
な
ど
労

働
者
に
転
嫁
す
る
横
暴
が
野
放
し
で
す
。
そ
う

し
た
中
で
も
労
働
者
の
た
た
か
い
は
前
進
し
、

昨
年
も
多
く
の
成
果
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
ね
。

　
　

 

Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
昨
年
12
月
、
客
室
乗
務
員
の
契

約
社
員
制
度
を
廃
止
し
、
今
年
４
月
か
ら
全
員

を
正
社
員
化
と
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
制
度

が
導
入
さ
れ
た
１
９
９
５
年
当
時
か
ら
日
航
客

室
乗
務
員
組
合
は
、
客
室
乗
務
員
に
は
空
の
安

全
を
守
る
重
要
な
役
割
が
あ
る
と
正
社
員
化
を

求
め
て
き
た
。
20
年
来
の
要
求
実
現
だ
。

 
Ｙ 

入
社
２
カ
月
で
過
労
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

た
女
性
社
員
の
遺
族
に
対
し
、
ワ
タ
ミ
が
責
任

を
認
め
和
解
し
た
。
彼
女
は
明
け
方
に
及
ぶ
深

夜
勤
務
、
強
制
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
リ
ポ
ー

ト
作
成
に
追
わ
れ
、
残
業
は
月
１
４
０
時
間
を

超
え
た
と
い
う
。
ワ
タ
ミ
は
再
発
防
止
や
他
の

社
員
の
残
業
代
の
支
払
い
も
約
束
し
た
。

 

Ｓ 

創
業
者
の
渡
辺
美
樹
氏
（
自
民
党
参
院
議

員
）
は
、「
３
６
５
日
24
時
間
死
ぬ
ま
で
働
け
」

と
檄
を
飛
ば
し
、
長
時
間
労
働
を
強
制
し
な
が

ら
、
本
人
の
問
題
だ
と
遺
族
と
の
面
談
や
謝
罪

を
拒
ん
で
き
た
。
責
任
が
問
わ
れ
る
。

 

Ｋ 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
５
段
階
の
相
対
評
価
で

低
評
価
の
労
働
者
に
対
し
、
一
方
的
に
賃
金
を

10
〜
15
％
減
額
し
た
。
減
額
分
の
支
払
い
を
求

め
た
裁
判
で
、
会
社
は
原
告
の
請
求
を
認
め
、

労
働
者
が
全
面
勝
利
し
た
。

 

Ｍ 

早
大
が
３
０
０
０
人
の
非
常
勤
講
師
を
５

年
で
雇
い
止
め
に
す
る
方
針
を
撤
回
し
た
。
非

常
勤
講
師
た
ち
の
た
た
か
い
の
成
果
だ
。

 

支
部 

そ
の
ほ
か
に
も
、
半
導
体
大
手
の
ル
ネ

サ
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
は
、
早
期
退
職

強
要
の
た
め
の
遠
隔
地
配
転
を
撤
回
さ
せ
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
で
は
「
50
歳
定
年
制
」
を
強
要
さ
れ
た

男
性
が
発
症
し
た
う
つ
病
を
労
災
認
定
さ
せ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
と
労
働
組
合
の
た

た
か
い
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
た

た
か
え
ば
前
進
で
き
ま
す
。

 

編
集
部 

労
働
者
派
遣
法
が
強
行
採
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
後
に
つ
な
が
る
た
た
か
い
で
す
。

　
　

　
　

　
　

 

Ｓ 

も
と
も
と
派
遣
は
臨
時
的
一
時
的
な
業
務

に
限
る
の
が
大
原
則
だ
。
今
回
、
そ
れ
を
な
く

し
制
限
期
間
３
年
が
経
っ
て
も
人
を
入
れ
替
え

れ
ば
派
遣
を
使
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

安
倍
政
権
が
財
界
の
要
求
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
た
結
果
だ
。

 

Ｔ 

派
遣
労
働
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
常

用
代
替
防
止
の
原
則
が
削
ら
れ
た
か
ら
、
正
社

員
の
派
遣
へ
の
置
換
え
が
続
出
す
る
の
で
は
。

 

Ｙ 

こ
う
し
た
財
界
優
先
の
改
悪
は
許
せ
な
い

と
、
連
合
、
全
労
連
の
共
同
が
か
つ
て
な
く
す

す
み
、廃
案
の
旗
を
掲
げ
て
た
た
か
い
ぬ
い
た
。

 

支
部 

厚
労
省
発
表
の
「
２
０
１
４
年
就
業
形

態
の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
」
に
よ

日
本
共
産
党

通
研
支
部
�

責
任
者
�
交
�
�

「ケンとメリーの木」遠景（北海道・美瑛）若松倫夫画

前
進
し
た
労
働
者
の
た
た
か
い

労
働
者
派
遣
法
の
大
改
悪

常
用
代
替
禁
止
の
原
則
を
取
り
も
ど
し

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
を

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｒ
＆
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
近
づ
く
（
２
月
18
、
19

日
）。「
今
年
は
ど
ん
な
展
示

が
あ
る
か
楽
し
み
だ
」「
参

加
者
は
事
前
登
録
が
必
要
」

　
　

  

×　
　
　
　

×

　

前
号
の
「
新
春
座
談

会
」
に
。「
私
も
駅
頭
で

２
０
０
０
万
署
名
を
し
ま
し

た
」「
安
保
法
制
廃
止
を
求

め
る
市
民
連
合
の
結
成
は
画

期
的
で
す
ね
」「『
軍
事
研
究

ノ
ー
は
研
究
者
の
矜
持
』
と

い
う
の
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
」「『
知
の
連
鎖
を
強
大
に
』

の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
っ
た
」

　
　

  

×　
　
　
　

×

　
「
国
民
春
闘
共
闘
が
、
月

額
２
万
円
以
上
の
賃
上
げ
と

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
春
闘

方
針
を
決
め
た
」「
大
企
業

の
内
部
留
保
が
３
０
０
兆
円

突
破
と
い
う
の
は
す
ご
い
で

す
ね
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
増
収
増

益
だ
。
大
幅
賃
上
げ
を
要
求

し
て
も
ら
い
た
い
」「
20
日

に
は
持
株
総
分
会
の
春
闘
対

話
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
」

　
　

  

×　
　
　
　

×

　

今
年
の
成
人
は
１
２
１
万

人
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

新
成
人
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

『
日
本
の
政
治
に
期
待
で
き

な
い
』
が
77
％
、『
自
分
た

ち
で
日
本
を
変
え
た
い
』
が

65
％
だ
っ
た
」「
戦
争
へ
の

不
安
や
経
済
問
題
な
ど
安
倍

政
権
の
暴
走
に
対
す
る
怒
り

の
証
だ
」

　
　

  

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
核
実
験
を
強
行

し
、
水
爆
と
発
表
（
６
日
）。

「
国
連
決
議
や
核
計
画
の
放

②

【
う
ら
へ
続
く
】

　　日本共産党通研支部
メールアドレスを開設しました
　　　jcp-tsuken@hotmail.com
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る
と
、
非
正
規
雇
用
の
割
合
は
４
割
に
達
し
ま

し
た
。
非
正
規
雇
用
を
使
う
理
由
は
、
賃
金
節

約
が
38
・
６
％
と
ト
ッ
プ
で
、
非
正
規
労
働
者

の
78
・
２
％
が
月
額
20
万
円
未
満
の
低
賃
金
で

す
。
派
遣
は
明
ら
か
に
正
規
雇
用
の
安
価
な
代

替
で
す
。

　

派
遣
労
働
問
題
の
根
本
的
な
解
決
の
た
め
に

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
実
現
が
必
要
で
す
。

　

先
の
国
会
で
野
党
は
一
致
し
て
改
悪
に
反
対

し
ま
し
た
。
改
悪
を
元
に
戻
す
と
い
う
一
点
で

野
党
が
力
を
合
わ
せ
る
、
そ
の
な
か
で
派
遣
法

を
労
働
者
を
保
護
す
る
内
容
に
抜
本
的
に
変
え

る
展
望
が
開
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

  　　　

 

編
集
部 

大
学
や
研
究
機
関
で
も
い
ろ
い
ろ
と

重
大
な
事
態
が
お
き
て
い
ま
す
。

 

支
部 

え
え
、
先
ほ
ど
触
れ
た
大
学
・
研
究
機

関
の
軍
事
研
究
へ
の
動
員
促
進
、
そ
し
て
「
国

立
大
学
法
人
等
の
組
織
及
び
業
務
全
般
の
見

直
し
」（
昨
年
６
月
８
日
文
部
科
学
大
臣
決
定)

に
よ
る
大
学
支
配
統
制
の
強
化
、
国
立
大
学
学

長
へ
の
「
日
の
丸
」
掲
揚
・「
君
が
代
」
斉
唱

の
要
請
（
文
部
科
学
大
臣
６
月
16
日
）
等
で
す
。

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
に
向
け
、
ま
た
大
企
業

優
先
の
研
究
体
制
づ
く
り
に
向
け
、
大
学
の
自

治
へ
の
攻
撃
を
加
え
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
の

将
来
に
係
る
大
問
題
で
す
。

　

ま
た
任
期
制
や
運
営
費
交
付
金
削
減
な
ど

で
、
大
学
運
営
は
危
機
的
状
況
で
す
。
全
国
86

の
国
立
大
学
で
つ
く
る
国
立
大
学
協
会
が
「
運

営
費
交
付
金
の
削
減
に
反
対
し
、
拡
充
を
求
め

る
決
議
」
を
採
択
す
る
な
ど
、
大
学
関
係
者
が

一
致
し
て
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。　

 

Ｋ 

財
務
省
は
、
国
立
大
学
へ
の
運
営
費
交
付

金
を
今
後
も
15
年
削
減
し
続
け
、
１
９
４
８
億

円
削
減
す
る
方
針
だ
。
国
立
大
学
収
入
に
占
め

る
運
営
費
交
付
金
と
自
己
収
入
の
割
合
を
同
じ

に
せ
よ
、
不
足
分
は
授
業
料
値
上
げ
で
ま
か
な

え
と
。
こ
れ
で
は
現
在
53
万
円
の
授
業
料
が
、

15
年
後
に
は
93
万
円
に
な
る
。
教
育
を
受
け
る

権
利
の
侵
害
だ
。

 

Ｍ 

昨
年
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
に
沸

い
た
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
や
っ
た
時
代
と
比

べ
て
研
究
環
境
は
著
し
く
悪
化
し
、
基
礎
的
な

研
究
の
土
壌
が
失
わ
れ
て
い
る
。大
学
の
教
育
・

研
究
の
存
続
自
体
が
大
ピ
ン
チ
だ
。

 

Ｔ 

国
立
大
学
協
会
、
公
立
大
学
協
会
、
日
本

私
立
大
学
連
合
会
の
３
団
体
が
は
じ
め
て
共
同

で
文
部
科
学
大
臣
に
「
基
盤
経
費
の
充
実
」「
高

等
教
育
に
よ
り
多
く
の
公
的
資
金
の
投
入
」
を

求
め
た
。
著
名
人
も
反
対
声
明
を
出
し
た
。

       
  　　　

 

Ｙ 

昨
年
６
月
に
文
部
科
学
省
が
国
立
大
学
に

出
し
た
「
人
文
社
会
科
学
系
や
教
員
養
成
系
の

学
部
廃
止
を
求
め
る
」
通
知
は
論
外
だ
。

 

Ｓ 

日
本
学
術
会
議
は
「
社
会
が
解
決
を
求
め

て
い
る
様
々
な
課
題
に
応
え
る
た
め
に
、
自
然

科
学
と
人
文
・
社
会
科
学
と
が
連
携
し
、
総
合

的
な
知
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
提
言
し

て
い
る
が
（「
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の

あ
り
方
に
関
す
る
提
言
」
２
０
１
５
年
２
月
27

日
）、
文
部
科
学
省
の
通
知
は
こ
れ
と
真
逆
だ
。

 

Ｍ 

科
学
・
技
術
が
高
度
に
発
達
し
生
活
の

隅
々
ま
で
及
ん
で
い
る
現
代
で
は
、
技
術
の
適

用
に
あ
た
っ
て
関
連
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か

ら
の
検
討
、「
科
学
の
総
合
化
」
の
視
点
が
不

可
欠
だ
。
原
発
問
題
、
リ
ニ
ア
問
題
然
り
だ
。

 

Ｔ 

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
だ
っ
て
社
会
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
に
は
、
単
に
技
術
開
発
だ
け
で
な

く
、
教
育
、
子
供
へ
の
影
響
、
労
働
と
の
関
連

な
ど
を
視
野
に
、
人
文
社
会
科
学
系
の
専
門
家

を
含
む
総
合
的
な
議
論
が
重
要
だ
。

 

Ｋ 

「
通
知
」
に
対
し
て
〝
文
系
軽
視
、
目
先
の

成
果
偏
重
だ
〞
と
批
判
が
た
か
ま
り
、
文
部
科

学
省
は
あ
わ
て
て
「
人
文
社
会
科
学
系
な
ど
の

特
定
の
学
問
分
野
を
軽
視
し
た
り
、
す
ぐ
に
役

立
つ
実
学
の
み
を
重
視
し
た
り
し
て
い
な
い
」

と
い
い
訳
し
た
が
、
肝
心
の
「
通
知
」
は
撤
回

し
て
い
な
い
。
き
っ
ぱ
り
撤
回
す
べ
き
だ
。

 

編
集
部 

話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
迫

っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
日
本
の
将
来
を
左
右

す
る
参
議
院
選
挙
の
年
で
す
。
そ
の
展
望
を
含

め
、
最
後
に
支
部
か
ら
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

　
　

 

支
部 

昨
年
の
戦
争
法
案
反
対
の
運
動
は
日
本

社
会
の
質
を
変
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
国
民
一

人
ひ
と
り
が
主
権
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

い
ま
ま
で
声
を
出
さ
な
か
っ
た
人
も
声
を
上

げ
、
全
国
津
々
浦
々
で
集
会
や
デ
モ
に
参
加
し

意
思
表
示
を
し
た
、
か
つ
て
な
い
新
し
い
国
民

運
動
で
す
。
こ
れ
を
政
治
の
変
革
に
つ
な
げ
て

い
く
、
こ
れ
が
今
年
の
課
題
で
す
。

　

半
年
後
に
は
参
議
院
選
挙
で
す
。
参
議
院
選

挙
で
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
の
審
判
に
よ
っ

て
、
憲
法
を
破
っ
た
自
公
と
そ
の
補
完
勢
力
を

退
場
さ
せ
る
、
民
主
主
義
の
こ
の
当
た
り
前
の

ル
ー
ル
を
貫
徹
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
コ
ミ
で
は
「
自
民
１
強
他
弱
」
と
い
い

ま
す
が
、リ
ア
ル
に
見
る
と
自
民
党
は
「
１
強
」

ど
こ
ろ
か
歴
史
的
退
潮
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
自

民
党
結
党
直
後
の
１
９
５
８
年
総
選
挙
で
は
、

自
民
党
の
支
持
率
は
有
権
者
比
で
44
％
で
し
た

が
、
２
０
１
４
年
衆
院
選
挙
で
は
17
％
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
法
、
原
発
再

稼
働
、
沖
縄
新
基
地
建
設
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税

大
増
税
な
ど
の
主
要
政
策
で
は
自
民
党
は
国
民

の
間
で
少
数
派
で
す
。
議
席
は
絶
対
多
数
だ
と

言
っ
て
も
、
小
選
挙
区
制
に
よ
る
「
虚
構
の
多

数
」
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
政
権

は
弱
く
、
国
民
運
動
を
広
げ
、
野
党
が
結
束
す

れ
ば
必
ず
倒
せ
ま
す
。

　

市
民
運
動
の
中
か
ら
わ
き
起
こ
る
「
野
党
は

共
闘
」「
野
党
は
が
ん
ば
れ
」
の
熱
い
コ
ー
ル

に
こ
た
え
、
日
本
共
産
党
は
野
党
共
闘
の
実
現

の
た
め
に
誠
実
に
力
を
尽
し
ま
す
。

　
「
戦
争
法
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
」
を
実
現

し
、
日
本
の
政
治
に
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を

取
り
戻
し
て
い
く
た
め
に
一
貫
し
て
ぶ
れ
ず
に

頑
張
っ
て
い
る
日
本
共
産
党
の
議
席
増
が
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
年
頭
に
あ
た
り
、

職
場
の
み
な
さ
ま
と
ご
家
族
の
方
々
の
ご
健
康

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

大
学
自
治
へ
の
攻
撃
ゆ
る
す
な

大
学
運
営
費
交
付
金
の
減
額
反
対

文
系
学
部
の
廃
止
通
知
を
撤
回
さ
せ

科
学
・
技
術
の
総
合
的
な
発
展
を

主
権
者
と
し
て
の
審
判
で

立
憲
主
義
の
蹂
躙
勢
力
を
退
場
へ

棄
を
約
束
し
た
６
カ
国
協
議
違

反
だ
」「
日
本
科
学
者
会
議
武

で
自
爆
テ
ロ
。「
テ
ロ
リ
ス
ト

の
ね
ら
い
は
」「
ど
ん
な
理
由

で
も
テ
ロ
は
許
せ
な
い
」

蔵
野
通
研
分
会
が
抗
議
の
声
明

文
を
出
し
た
」

　
　

    

×　
　
　
　

×

　

ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

【
職
場
か
ら
の
続
き
】


